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Ⅱ 質問紙調査結果の概要 

 １ 生徒質問紙調査 

 （１）生活等に関する調査について 

①自己実現・自己効力感について 

・Ⅰ(10)「将来の夢や目標を持っています。」に対して，肯定的回答（「よくあてはまる」又は「や

やあてはまる」）をした生徒の割合の推移 

 中学校２学年の時 高等学校１学年の時 高等学校２学年の時 

令和４年度高等学校１学年      * 71.9  

令和４年度高等学校２学年 75.5     ** 72.3 72.9 

 

・Ⅰ(8)「努力すれば，将来の夢や目標はかなうと思います。」に対して，肯定的回答（「よくあ

てはまる」又は「ややあてはまる」）をした生徒の割合の推移 

 中学校２学年の時 高等学校１学年の時 高等学校２学年の時 

令和４年度高等学校１学年      * 90.1  

令和４年度高等学校２学年 67.3     ** 89.5 90.1 

（注）*  ：中学校２学年時（令和２年度）の調査は，未実施 

**  ：集計対象者数は 20,551名（令和元年度広島県学力調査報告書より） 

 

（中学校２学年から高等学校２学年までの推移について） 

Ⅰ(8)「努力すれば，将来の夢や目標はかなうと思います。」に対して肯定的回答をした生徒の

割合は，中学校から高等学校に向けて増加傾向にある。 

 

②生活時間について 

   ・Ⅰ(19) 「平日（月曜日～金曜日），１日にどのくらいテレビを見たり，ゲーム機器を用いて遊

んだりしますか。」に対する生徒の回答の割合の推移 

学年 年度 していない １時間未満 １時間以上３時間未満 ３時間以上 

１ 

H30 4.0 22.4 50.3 23.4 

R1 4.9 25.4 47.5 22.3 

R2 5.2 26.7 46.9 21.1 

R3 6.1 24.9 45.9 23.2 

R4 7.2 24.7 44.0 24.0 

 

学年 年度 していない １時間未満 １時間以上３時間未満 ３時間以上 

２ 

H30 4.6 24.3 48.9 22.2 

R1 5.8 26.7 46.7 20.8 

R2 6.2 27.5 45.5 20.7 

R3 7.3 28.3 44.1 20.3 

R4 7.7 25.7 42.8 23.7 

 

（５年間の推移について） 

していない，３時間以上の生徒の割合が増加傾向にある。 
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・Ⅰ(20) 「平日（月曜日～金曜日），１日にどのくらい携帯電話等を用いてメールやＳＮＳ（ソ

ーシャルネットワーキングサービス）等を利用しますか。」に対する生徒の回答の割合の推移 

学年 年度 していない １時間未満 １時間以上３時間未満 ３時間以上 

１ 

H30 6.5 33.2 41.2 19.0 

R1 3.9 27.6 46.5 22.2 

R2 3.3 26.8 46.0 24.0 

R3 2.5 23.6 46.4 27.5 

R4 2.1 22.0 46.5 29.3 

 

学年 年度 していない １時間未満 １時間以上３時間未満 ３時間以上 

２ 

H30 5.6 33.0 41.9 19.5 

R1 3.7 28.6 45.2 22.5 

R2 2.5 26.5 46.6 24.4 

R3 2.5 25.0 45.7 26.8 

R4 2.1 21.7 47.0 29.1 

 

（５年間の推移について） 

１時間以上３時間未満，３時間以上の生徒の割合が増加傾向にある。 

 

 

・Ⅱ(57)「平日（月曜日～金曜日），家庭では，１日にどのくらい勉強しますか。（学習塾や家庭

教師との学習はのぞきます。）」に対する生徒の回答の割合の推移 

学年 年度 していない １時間未満 １時間以上３時間未満 ３時間以上 

１ 

H30 17.4 34.6 44.4 3.6 

R1 17.1 35.5 43.2 4.3 

R2 15.5 36.7 43.6 4.1 

R3 15.6 37.9 42.9 3.7 

R4 17.3 37.7 41.4 3.7 

 

学年 年度 していない １時間未満 １時間以上３時間未満 ３時間以上 

２ 

H30 22.3 30.8 41.8 5.1 

R1 23.6 31.5 40.3 4.6 

R2 21.2 31.0 42.5 5.2 

R3 21.5 32.0 41.1 5.3 

R4 20.0 33.9 41.3 4.7 

 

（５年間の推移について） 

３時間以上の生徒の割合が減少傾向にある。 
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③読書について 

・Ⅰ(18)「１か月に何冊くらい本を読みますか。（教科書や問題集，漫画をのぞく。）」に対して「読

まない」と回答した生徒の割合の推移 

 中学校２学年の時 高等学校１学年の時 高等学校２学年の時 

令和４年度高等学校１学年      * 48.1  

令和４年度高等学校２学年 16.3    ** 42.4 54.6 

（注）*  ：中学校２学年時（令和２年度）の調査は，未実施 

**  ：集計対象者数は 20,551名（平成元年度広島県学力調査報告書より） 

 

（中学校２学年から高等学校２学年までの推移について） 

読書をしない生徒の割合は，中学校から高等学校に向けて増加している。 

 

 

 （２）学習に関する調査について 

    ①授業形態について 

    ・授業形態及び学習方法に関する次の質問項目に対して，肯定的回答（「よくあてはまる」又は「や

やあてはまる」）をした生徒の割合の推移 

番号 質問項目 学年 H30 R1 R2 R3 R4 

Ⅱ(36) 
「授業では，少人数で学習した方がよくわ

かります。」 

１ 70.4 69.2 67.1 66.3 67.9 

２ 73.7 73.3 71.9 69.3 74.1 

Ⅱ(37) 
「授業では，自分の学習進度に合わせて教

えてもらった方がよくわかります。」 

１ 87.6 87.3 87.7 87.5 89.2 

２ 87.9 88.4 88.6 88.0 90.3 

Ⅱ(38) 

「授業では，ペア・グループ等で互いに考

えを伝え合いながら学習する方がよくわ

かります。」 

１ 71.7 72.3 75.3 77.5 80.1 

２ 65.1 66.8 68.6 71.3 75.4 

Ⅱ(39) 
「授業では，作業や体験を通して学習した

方がよくわかります。」 

１ 85.2 84.6 87.2 87.8 90.2 

２ 83.2 83.8 85.1 87.0 88.9 

Ⅱ(40) 
「授業では，講義よりも自分で課題を解決

していく学習の方がよくわかります。」 

１ 59.3 60.5 60.7 62.0 66.3 

２ 58.5 62.4 60.5 62.3 66.0 

 

（５年間の推移について） 

「授業では，自分の学習進度に合わせて教えてもらった方がよくわかります。」，「授業では，

ペア・グループ等で互いに考えを伝え合いながら学習する方がよくわかります。」，「授業では，

作業や体験を通して学習した方がよくわかります。」，「授業では，講義よりも自分で課題を解決

していく学習の方がよくわかります。」という生徒の割合が増加傾向にある。 
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    ②デジタル機器を活用した学習について 

    ・デジタル機器を活用した学習に関する次の質問項目に対して，肯定的回答（「よくあてはまる」

又は「ややあてはまる」）をした生徒の割合の推移 

番号 質問項目 学年 H30 R1 R2 R3 R4 

Ⅱ(59) 

「プリントだけを用いた学習よりも，コンピュ

ータなどのデジタル機器も活用した学習の方

が，やる気が高まります。」 

１ 66.0 66.6 70.6 67.5 67.7 

２ 65.1 65.0 67.7 67.3 68.9 

Ⅱ(60) 

「わからないことや必要な情報を，すぐに知り

たいときは，インターネットを活用して調べま

す。」 

１ 87.5 89.1 93.1 94.7 95.2 

２ 89.1 89.6 92.4 93.4 95.8 

Ⅱ(61) 

「プリントだけを用いた学習よりも，コンピュ

ータなどのデジタル機器も活用した学習の方

が，よくわかります。」 

１ 64.8 66.9 71.6 70.5 74.5 

２ 64.7 65.4 68.8 69.5 75.0 

Ⅱ(62) 

「レポートやプレゼンテーションの資料を作

成したり，修正したりする際には，コンピュー

タなどのデジタル機器を活用します。」 

１ 41.2 45.2 65.9 79.1 84.4 

２ 50.8 52.1 54.7 72.2 86.6 

Ⅱ(63) 

「グループ学習などで，自分の意見や考えを伝

えやすくするために，コンピュータなどのデジ

タル機器を活用します。」 

１ 26.1 28.5 50.6 65.3 66.6 

２ 31.3 32.7 35.2 54.7 71.8 

   

（５年間の推移について） 

デジタル機器を活用した学習については，肯定的回答が全体的に増加傾向にあり，特に「グル

ープ学習などで，自分の意見や考えを伝えやすくするために，コンピュータなどのデジタル機器

を活用します。」が急増している。 
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③「主体的な学び」について 

    ・「主体的な学び」に関する質問項目に対して，肯定的回答（「よくあてはまる」又は「ややあて

はまる」）をした生徒の割合の推移 

 「主体的な学び」に関する質問項目 学年 H30 R1 R2 R3 R4 

学習 
習慣 

Ⅱ（26） 
勉強は，自分のふだんの生活や社会生 
活の中で役立つと思います。 

1 79.3 79.5 81.4 81.4 83.4 

2 77.3 78.3 80.1 80.6 82.4 

Ⅱ（27） 
これまで学習したことの中で，もっと
学びたいことがあります。 

1 62.0 63.3 65.6 64.8 67.8 

2 61.8 64.1 64.4 65.6 68.3 

Ⅱ（28） 自分から進んで勉強します。 
1 44.0 45.2 46.2 47.1 47.1 

2 44.7 44.5 47.1 47.9 48.1 

学習 
行動 

Ⅱ（41） 物事を筋道立てて考えようとします。 
1 68.4 68.0 70.0 69.8 74.2 

2 69.1 69.5 71.2 71.9 75.6 

Ⅱ（44） 
複数の情報から必要な情報を選んで使 
おうとします。 

1 80.9 85.8 88.0 88.5 87.1 

2 80.7 85.4 87.7 88.4 87.1 

Ⅱ（46） 
社会や自然などの事象間の関係を考え
ようとしています。 

1 50.0 53.2 55.7 57.1 62.5 

2 49.1 53.9 54.3 56.5 61.6 

Ⅱ（48） 
議論や証明の仕組みを考えて，その良 
し悪しを判断しようとします。 

1 48.4 51.3 54.4 55.5 57.3 

2 47.6 49.8 51.8 53.9 58.3 

総合 Ⅱ（53） 

「総合的な探究の時間」では，自分で
課題を立てて情報を集め，整理して調
べたことを発表するなどの学習活動に
取り組んでいます。 

1 64.2 67.9 72.1 73.8 77.7 

2 64.9 69.3 74.1 75.8 81.4 

 

（５年間の推移について） 

学習習慣については，「勉強は，自分のふだんの生活や社会生活の中で役立つと思います。」，「こ

れまで学習したことの中でもっと学びたいことがあります。」という生徒の割合は増加傾向にあ

るが，「自分から進んで勉強します。」という生徒の割合は５割弱にとどまっている。学習行動及

び総合については，肯定的回答をした生徒の割合がおおむね増加傾向にある。 
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 （３）主体的な学びと生活等及び学習行動との関係について 

①学習に関する質問項目（主体的な学び）の回答と生活等に関する質問項目の回答との相関 

 

 （学習に関する質問項目（主体的な学び）と生活等に関する質問項目） 

番号 分類 質問項目 

Ⅰ(6) 

生活等に関す

る質問項目 

「自分のよさは，周りの人から認められていると思います。」 

Ⅰ(8) 「努力すれば，将来の夢や目標はかなうと思います。」 

Ⅰ(9) 「将来，留学したい又は海外で働きたいと思います。」 

Ⅰ(10) 「将来の夢や目標を持っています。」 

Ⅰ(11) 「将来，身近な地域に貢献したいと思います。」 

Ⅰ(12) 「広島県（自分が住んでいる地域）が好きです。」 

Ⅰ(13) 「授業や学校以外の場において，外国人と積極的にコミュニケーションをとります。」 

Ⅰ(15) 「本を読んで，自分の生き方や社会との関わり方について考えることがあります。」 

Ⅱ(26) 

学習に関する

質問項目（主

体的な学び） 

「勉強は，自分のふだんの生活や社会生活の中で役立つと思います。」 

Ⅱ(27) 「これまで学習したことの中で，もっと学びたいことがあります。」 

Ⅱ(28) 「自分から進んで勉強します。」 

Ⅱ(41) 「物事を筋道立てて考えようとします。」 

Ⅱ(44) 「複数の情報から必要な情報を選んで使おうとします。」 

Ⅱ(46) 「社会や自然などの事象間の関係を考えようとしています。」 

Ⅱ(48) 「議論や証明の仕組みを考えて，その良し悪しを判断しようとします。」 

Ⅱ(53) 
「『総合的な探究の時間』では，自分で課題を立てて情報を集め，整理して調べたこと

を発表するなどの学習活動に取り組んでいます。」 

 

（相関の目安） 

相関係数 意味 

0.8～1.0 強い相関がある 

0.5～0.8 かなり相関がある 

0.2～0.5 やや相関がある 

0.0～0.2 ほとんど相関がない 
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（学習に関する質問項目（主体的な学び）の回答と生活等に関する質問項目の回答との相関） 

番号 
生活等に関する質問項目 

Ⅰ(6) Ⅰ(8) Ⅰ(9) Ⅰ(10) Ⅰ(11) Ⅰ(12) Ⅰ(13) Ⅰ(15) 

学
習
に
関
す
る
質
問
項
目 

（
主
体
的
な
学
び
） 

Ⅱ

(26) 
0.22 0.29 0.11 0.20 0.27 0.25 0.11 0.20 

Ⅱ

(27) 
0.21 0.23 0.23 0.28 0.26 0.20 0.22 0.33 

Ⅱ

(28) 
0.22 0.24 0.20 0.26 0.25 0.16 0.19 0.23 

Ⅱ

(41) 
0.23 0.20 0.15 0.19 0.19 0.16 0.15 0.27 

Ⅱ

(44) 
0.24 0.22 0.13 0.19 0.19 0.19 0.12 0.25 

Ⅱ

(46) 
0.19 0.16 0.19 0.18 0.24 0.17 0.21 0.34 

Ⅱ

(48) 
0.19 0.16 0.16 0.16 0.20 0.12 0.20 0.29 

Ⅱ

(53) 
0.20 0.17 0.16 0.15 0.15 0.13 0.10 0.16 

 

（相関について） 

学習に関する質問項目（主体的な学び）の回答とやや相関関係にあると考えられる生活等に関す

る質問項目（相関係数が 0.2以上の項目が５つ以上の質問項目）は，Ⅰ(6)「自分のよさは，周りの

人から認められていると思います。」，Ⅰ(8)「努力すれば，将来の夢や目標はかなうと思います。」，

Ⅰ(11)「将来，身近な地域に貢献したいと思います。」，Ⅰ(15)「本を読んで，自分の生き方や社会

とのかかわり方について考えることがあります。」である。 
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②Ⅱ(28)「自分から進んで勉強します。」の回答と学習に関する質問項目の回答との相関 

（Ⅱ(28)「自分から進んで勉強します。」の回答と学習に関する質問項目の回答との相関係数が 0.40以上の質問項目） 

番号 学習に関する質問項目 相関係数 

Ⅱ(24) 「何のために勉強するか，言うことができます。」 0.39 

Ⅱ(26) 「勉強は，自分のふだんの生活や社会生活の中で役立つと思います。」 0.35 

Ⅱ(29) 「ふだんから計画を立てて勉強に取り組みます。」 0.65 

Ⅱ(30) 「わからない問題でも，あきらめないでやってみます。」 0.46 

Ⅱ(31) 「答が間違っていたとき，その理由を確かめます。」 0.41 

Ⅱ(32) 「予習や復習（宿題を含む。）をします。」 0.46 

Ⅱ(34) 「問題集などを使って，できるだけ多くの問題を解くようにします。」 0.54 

Ⅱ(41) 「物事を筋道立てて考えようとします。」 0.35 

Ⅱ(43) 「決まりや条件などを理解して使おうとします。」 0.32 

 

 

（相関について） 

「自分から進んで勉強します。」の質問項目の回答と相関関係にあると考えられる質問項目（相

関係数が 0.4以上の質問項目）は，Ⅱ(29)「ふだんから計画を立てて勉強に取り組みます。」，Ⅱ

(30)「わからない問題でも，あきらめないでやってみます。」，Ⅱ(31)「答が間違っていたとき，

その理由を確かめます。」，Ⅱ(32)「予習や復習（宿題を含む。）をします。」，Ⅱ(34)「問題集な

どを使って，できるだけ多くの問題を解くようにします。」である。 
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２ 学校質問紙調査 

 （１）各教科の指導に関する調査について 

    ①各教科における学習の振り返りと授業改善について 

    ・各教科における学習の振り返りと授業改善に関する次の質問項目に対して，肯定的回答（「よく

あてはまる」又は「ややあてはまる」）をした割合の推移 

番号 質問項目 教科 学年 H30 R1 R2 R3 R4 

Ⅱ1(8)       

  2(8) 

  3(8) 

「（国語科・数学科・外国

語科）では，思考の過程を

整理させるなど，学習した

ことを振り返らせる指導

を取り入れている。」 

国語 
１ 87.7 85.7 88.2 94.1 98.3 

２ 84.4 88.4 93.3 95.0 94.0 

数学 
１ 89.3 84.0 91.6 89.8 88.0 

２ 89.3 86.8 89.9 89.1 88.9 

外国語 
１ 83.6 77.3 91.6 83.9 90.6 

２ 80.3 77.7 89.1 86.6 93.1 

Ⅱ1(14)   

2(13) 

3(14) 

「（国語科・数学科・外国

語科）では，定期考査等に

知識・技能を活用する力を

問う問題を出題し，その結

果を分析し授業改善に生

かしている。」 

国語 
１ 81.1 84.9 91.6 89.0 96.6 

２ 78.7 86.8 92.4 87.4 94.9 

数学 
１ 82.0 80.7 89.1 83.9 97.4 

２ 82.0 78.5 87.4 85.7 94.0 

外国語 
１ 86.1 85.7 92.4 89.0 94.9 

２ 86.1 82.6 91.6 92.4 95.7 

 

（５年間の推移について） 

国語科・数学科・外国語科において，学習したことを振り返らせる指導を行っている割合，定

期考査等に知識・技能を活用する力を問う問題を出題し，その結果を分析し授業改善に生かして

いる割合は８割を超えている。 

   

②主体的な学びに関する調査について 

・国語科・数学科・外国語科において，特に主体的な学びに関連すると考えられる次の質問項目

に対して，肯定的回答（「よくあてはまる」又は「ややあてはまる」）をした割合の推移 

番号 質問項目 学年 H30 R1 R2 R3 R4 

Ⅱ1(6) 

「国語科では，読んだり聞いたりしたことや，

あるテーマについて自分の考えを述べたり書

いたりする学習活動を取り入れている。」 

１ 86.1 90.8 98.3 95.8 99.1 

２ 89.3 95.0 95.8 95.0 97.4 

Ⅱ2(4) 
「数学科では，定理や公式などの意味を理解

させるような指導を工夫している。」 

１ 88.5 89.9 93.3 91.5 94.0 

２ 90.2 90.9 90.8 89.9 92.3 

Ⅱ3(5) 

「外国語科では，学習した文法事項や表現を

用いて日常生活にかかわる内容を理解したり

表現したりする活動を取り入れている。」 

１ 91.8 84.9 92.4 95.8 94.9 

２ 92.6 83.5 89.9 95.0 94.8 

 

（５年間の推移について） 

国語科において自らの考えを表現させる学習活動，数学科において定理や公式などの意味を理

解させるような学習活動，外国語科において既習事項を用いて日常生活に関わる内容についての

学習活動を取り入れている授業の割合は９割を超えている。 
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③デジタル機器の活用について 

・国語科・数学科・外国語科において，デジタル機器の活用に関する次の質問項目に対して，肯

定的回答（「よくあてはまる」又は「ややあてはまる」）をした割合の推移 

番号 質問項目 教科 学年 H30 R1 R2 R3 R4 

Ⅱ1(9)       

  2(9) 

  3(9) 

「（国語科・数学科・外国語

科）では，デジタル機器を活

用した授業を行っている。」 

国語 
１ 33.6 40.3 61.3 80.5 92.3 

２ 37.7 44.6 56.3 79.0 88.9 

数学 
１ 41.0 29.4 68.9 76.3 83.8 

２ 43.4 38.0 64.7 68.9 80.3 

外国語 
１ 52.5 55.5 85.7 92.4 94.9 

２ 52.5 52.1 78.8 86.6 94.8 

 

（５年間の推移について） 

国語科・数学科・外国語科において，デジタル機器を活用した授業を行っている割合は８割を

超えている。 
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（２）その他の教育活動に関する調査について 

・カリキュラム・マネジメントに関連する６つの質問項目に対して，肯定的回答（「よくあてはま

る」又は「ややあてはまる」）をした割合の推移 

 

番号 
カリキュラム・マネジメントに関連する 

質問項目 
学年 H30 R1 R2 R3 R4 

Ⅰ(9) 
学校の実態や課題に即して具体化された学校教

育目標を，全教職員が理解している。 

１ 97.5 97.5 98.3 97.5 95.7 

２ 97.5 96.7 99.2 98.3 99.1 

Ⅰ(10) 
学校の実態や課題に即して具体化された学校教

育目標を，生徒や保護者と共有している。 

１    88.1 88.0 

２    88.2 91.5 

Ⅰ(11) 

重点目標（学校教育目標から定められた単年度

ごとに達成すべき具体的目標）を，全教職員が

理解している。 

１ 96.7 99.2 95.8 96.6 94.9 

２ 96.7 98.3 96.6 95.0 98.3 

Ⅰ(12) 

重点目標（学校教育目標から定められた単年度

ごとに達成すべき具体的目標）達成のための教

育活動の計画及び実施がされている。 

１ 96.7 98.3 95.0 99.2 95.7 

２ 96.7 96.7 95.0 98.3 99.1 

Ⅰ(13) 

教育活動の成果を測るための評価指標が設定さ

れ，それに基づいた成果検証を行うために必要

なデータが収集されている。 

１ 85.2 81.5 84.0 94.1 92.3 

２ 86.9 87.6 83.2 90.8 94.0 

Ⅰ(14) 

データを基に教育活動の成果が検証され，その

結果が重点目標（学校教育目標から定められた

単年度ごとに達成すべき具体的目標）や評価指

標の見直しに生かされている。 

１ 81.1 78.2 80.7 93.2 91.5 

２ 82.8 83.5 81.5 89.1 89.7 

Ⅰ(15) 
地域等の外部の資源を含めて，教育活動に必要

な人的・物的資源等を活用している。 

１ 92.6 95.0 94.1 95.8 90.6 

２ 91.8 97.5 95.8 95.8 94.0 

※I (10)は令和３年度からの新規項目 

 

 

（カリキュラム・マネジメントの実施状況について） 

学校教育目標や重点目標の理解，重点目標達成のための教育活動の計画及び実施, 教育活動に

必要な人的・物的資源等の活用については，ほぼ全ての学校で行われている。 
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３ 学校質問紙調査と生徒質問紙調査 

 （１）活用問題の取組と生徒の学習行動との関係について 

    ①学校質問紙Ⅰ(18)「定期考査等に知識・技能を活用する力を問う問題を出題する取組を学校全

体で組織的に進めている。」に対して，「よくあてはまる」を回答している学校（学校群Ⅰ）と

それ以外の回答をしている学校（学校群Ⅱ）に分けた。 

②各学校群について，生徒質問紙の学習に関する質問項目（主体的な学び）に対して肯定的な回

答（「あてはまる」又は「ややあてはまる」）を選択した生徒の割合及びその差をまとめた。 

 

   （肯定的な回答をしている生徒の割合） 

番号 質問 学校群Ⅰ 学校群Ⅱ 差 

Ⅱ(26) 「勉強は，自分のふだんの生活や社会生活の中で役立つと思います。」 83.0 82.7 0.3 

Ⅱ(27) 「これまで学習したことの中で，もっと学びたいことがあります。」 68.6 64.7 3.9 

Ⅱ(28) 「自分から進んで勉強します。」 49.0 40.1 8.9 

Ⅱ(41) 「物事を筋道立てて考えようとします。」 75.5 71.3 4.2 

Ⅱ(44) 「複数の情報から必要な情報を選んで使おうとします。」 87.7 83.7 4.0 

Ⅱ(46) 「社会や自然などの事象間の関係を考えようとしています。」 62.5 59.5 3.1 

Ⅱ(48) 
「議論や証明の仕組みを考えて，その良し悪しを判断しようとしま

す。」 
58.2 55.2 3.0 

Ⅱ(53) 
「『総合的な探究の時間』では，自分で課題を立てて情報を集め，整理

して調べたことを発表するなどの学習活動に取り組んでいます。」 
80.4 74.3 6.1 

※網掛け部分は学校群Ⅰと学校群Ⅱの差が大きいもの上位３つを示している。 

※学校群ⅠⅡの割合の差を四捨五入している。 

 

  （活用問題の取組と生徒の学習行動との関係について） 

学校群Ⅰは，「自分から進んで勉強します。」，「物事を筋道立てて考えようとします。」，「『総合

的な探究の時間』では，自分で課題を立てて情報を集め，整理して調べたことを発表するなどの

学習活動に取り組んでいます。」について，学校群Ⅱよりも肯定的な回答をしている生徒の割合

の差が大きい。 
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（２）多様な評価方法を取り入れた評価活動の取組と生徒の学習行動との関係について 

①学校質問紙Ⅰ(19)「生徒の資質・能力の育成状況を見取るために，多様な評価方法を取り入れ

ている。」に対して，「よくあてはまる」又は「ややあてはまる」を回答している学校（学校群

Ⅰ）とそれ以外の回答をしている学校（学校群Ⅱ）に分けた。 

②各学校群について，生徒質問紙の学習に関する質問項目（主体的な学び）に対して，肯定的な

回答（「あてはまる」又は「ややあてはまる」）を選択した生徒の割合及びその差をまとめた。 

 

（肯定的な回答をしている生徒の割合） 

番号 質問 学校群Ⅰ 学校群Ⅱ 差 

Ⅱ(26) 「勉強は，自分のふだんの生活や社会生活の中で役立つと思います。」 83.2 82.7 0.6 

Ⅱ(27) 「これまで学習したことの中で，もっと学びたいことがあります。」 69.1 66.9 2.2 

Ⅱ(28) 「自分から進んで勉強します。」 49.4 45.8 3.7 

Ⅱ(41) 「物事を筋道立てて考えようとします。」 75.5 74.2 1.3 

Ⅱ(44) 「複数の情報から必要な情報を選んで使おうとします。」 87.6 86.6 1.0 

Ⅱ(46) 「社会や自然などの事象間の関係を考えようとしています。」 63.5 60.6 2.8 

Ⅱ(48) 「議論や証明の仕組みを考えて，その良し悪しを判断しようとします。」 59.0 56.5 2.5 

Ⅱ(53) 
「『総合的な探究の時間』では，自分で課題を立てて情報を集め，整理

して調べたことを発表するなどの学習活動に取り組んでいます。」 
79.5 79.7 -0.3 

  ※網掛け部分は学校群Ⅰと学校群Ⅱの差が大きいもの上位３つを示している。 

※学校群ⅠⅡの割合の差を四捨五入している。 

 

  （多様な評価方法を取り入れた評価活動の取組と生徒の学習行動との関係について） 

    学校群Ⅰは，「自分から進んで勉強します。」，「社会や自然などの事象間の関係を考えようとし

ています。」，「議論や証明の仕組みを考えて，その良し悪しを判断しようとします。」について，

学校群Ⅱよりも肯定的な回答をしている生徒の割合の差が大きい。 
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 （３）カリキュラム・マネジメントの取組と生徒の学習行動との関係について 

 ①学校質問紙Ⅰ(9)～Ⅰ(15)のカリキュラム・マネジメントに関連する質問項目に対して，「よく

あてはまる」又は「ややあてはまる」を回答している割合の高い学校（学校群Ⅰ）とそれ以外

の学校（学校群Ⅱ）に分けた。 

②各学校群について，生徒質問紙の学習に関する質問項目（主体的な学び）に対して肯定的な回

答（「よくあてはまる」又は「ややあてはまる」）を選択した生徒の割合及びその差をまとめた。 

 

   （肯定的な回答をしている生徒の割合） 

番号 質問 学校群Ⅰ 学校群Ⅱ 差 

Ⅱ(26) 「勉強は，自分のふだんの生活や社会生活の中で役立つと思います。」 83.6 82.3 1.3 

Ⅱ(27) 「これまで学習したことの中で，もっと学びたいことがあります。」 70.3 65.5 4.8 

Ⅱ(28) 「自分から進んで勉強します。」 50.9 43.9 6.9 

Ⅱ(41) 「物事を筋道立てて考えようとします。」 76.3 73.2 3.1 

Ⅱ(44) 「複数の情報から必要な情報を選んで使おうとします。」 88.4 85.6 2.8 

Ⅱ(46) 「社会や自然などの事象間の関係を考えようとしています。」 64.1 59.7 4.5 

Ⅱ(48) 
「議論や証明の仕組みを考えて，その良し悪しを判断しようとしま

す。」 
59.6 55.7 3.9 

Ⅱ(53) 
「『総合的な探究の時間』では，自分で課題を立てて情報を集め，整理

して調べたことを発表するなどの学習活動に取り組んでいます。」 
81.0 77.8 3.2 

※網掛け部分は学校群Ⅰと学校群Ⅱの差が大きいもの上位３つを示している。 

※学校群ⅠⅡの割合の差を四捨五入している。 

 

  （カリキュラム・マネジメントの取組と生徒の学習行動との関係について） 

学校群Ⅰは，「これまで学習したことの中で，もっと学びたいことがあります。」，「自分から進

んで勉強します。」，「社会や自然などの事象間の関係を考えようとしています。」について，学校

群Ⅱよりも肯定的な回答をしている生徒の割合の差が大きい。 
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（４）授業におけるデジタル機器の活用と生徒の学習行動との関係について 

    ①学校質問紙Ⅰ(24)～Ⅰ(26)，Ⅱ1(9)，Ⅱ2(9)，Ⅱ3(9)の授業におけるデジタル機器の活用に関

する質問項目に対して，「よくあてはまる」又は「ややあてはまる」を回答している割合の高い

学校（学校群Ⅰ）とそれ以外の学校（学校群Ⅱ）に分けた。 

②各学校群について，生徒質問紙の学習に関する質問項目（主体的な学び）に対して肯定的な回

答（「よくあてはまる」又は「ややあてはまる」）を選択した生徒の割合及びその差をまとめた。 

 

   （肯定的な回答をしている生徒の割合） 

番号 質問 学校群Ⅰ 学校群Ⅱ 差 

Ⅱ(26) 「勉強は，自分のふだんの生活や社会生活の中で役立つと思います。」 83.5 82.2 1.3 

Ⅱ(27) 「これまで学習したことの中で，もっと学びたいことがあります。」 69.7 65.9 3.8 

Ⅱ(28) 「自分から進んで勉強します。」 50.4 44.1 6.3 

Ⅱ(41) 「物事を筋道立てて考えようとします。」 76.3 73.0 3.3 

Ⅱ(44) 「複数の情報から必要な情報を選んで使おうとします。」 88.3 85.7 2.6 

Ⅱ(46) 「社会や自然などの事象間の関係を考えようとしています。」 62.7 61.2 1.6 

Ⅱ(48) 
「議論や証明の仕組みを考えて，その良し悪しを判断しようとしま

す。」 
58.3 57.0 1.3 

Ⅱ(53) 
「『総合的な探究の時間』では，自分で課題を立てて情報を集め，整理

して調べたことを発表するなどの学習活動に取り組んでいます。」 
81.6 76.5 5.1 

※網掛け部分は学校群Ⅰと学校群Ⅱの差が大きいもの上位３つを示している。 

※学校群ⅠⅡの割合の差を四捨五入している。 

 

  （授業におけるデジタル機器の活用と生徒の学習行動との関係について） 

学校群Ⅰは，「これまで学習したことの中で，もっと学びたいことがあります。」，「自分から進

んで勉強します。」，「『総合的な探究の時間』では，自分で課題を立てて情報を集め整理して調べ

たことを発表するなどの学習活動に取り組んでいます。」について，学校群Ⅱよりも肯定的な回

答をしている生徒の割合の差が大きい。 
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 （５）主体的な学びの実践と生徒の学習行動との関係について 

 ①学校質問紙Ⅰ(7)，Ⅰ(8)の主体的な学びの実践に関連する質問項目に対して，「よくあてはまる」

又は「ややあてはまる」を回答している割合の高い学校（学校群Ⅰ）とそれ以外の学校（学校

群Ⅱ）に分けた。 

②各学校群について，生徒質問紙の学習に関する質問項目（主体的な学び）に対して肯定的な回

答（「よくあてはまる」又は「ややあてはまる」）を選択した生徒の割合及びその差をまとめた。 

 

   （肯定的な回答をしている生徒の割合） 

番号 質問 学校群Ⅰ 学校群Ⅱ 差 

Ⅱ(26) 「勉強は，自分のふだんの生活や社会生活の中で役立つと思います。」 83.6 82.2 1.5 

Ⅱ(27) 「これまで学習したことの中で，もっと学びたいことがあります。」 69.4 67.1 2.3 

Ⅱ(28) 「自分から進んで勉強します。」 49.8 46.2 3.6 

Ⅱ(41) 「物事を筋道立てて考えようとします。」 75.7 74.1 1.6 

Ⅱ(44) 「複数の情報から必要な情報を選んで使おうとします。」 87.7 86.6 1.1 

Ⅱ(46) 「社会や自然などの事象間の関係を考えようとしています。」 63.3 61.1 2.2 

Ⅱ(48) 
「議論や証明の仕組みを考えて，その良し悪しを判断しようとしま

す。」 
59.2 56.7 2.5 

Ⅱ(53) 
「『総合的な探究の時間』では，自分で課題を立てて情報を集め，整理

して調べたことを発表するなどの学習活動に取り組んでいます。」 
79.9 79.2 0.6 

※網掛け部分は学校群Ⅰと学校群Ⅱの差が大きいもの上位３つを示している。 

※学校群ⅠⅡの割合の差を四捨五入している。 

 

  （主体的な学びの実践と生徒の学習行動との関係について） 

学校群Ⅰは，「これまで学習したことの中で，もっと学びたいことがあります。」，「自分から進

んで勉強します。」，「議論や証明の仕組みを考えて，その良し悪しを判断しようとします。」につ

いて，学校群Ⅱよりも肯定的な回答をしている生徒の割合の差が大きい。 
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 （６）読書活動の促進に関する取組と生徒の学習行動との関係について 

 ①学校質問紙Ⅰ(20)～Ⅰ(23)の読書活動の促進に関連する質問項目に対して，「よくあてはまる」

又は「ややあてはまる」を回答している割合の高い学校（学校群Ⅰ）とそれ以外の学校（学校

群Ⅱ）に分けた。 

②各学校群について，生徒質問紙の学習に関する質問項目（主体的な学び）に対して肯定的な回

答（「よくあてはまる」又は「ややあてはまる」）を選択した生徒の割合及びその差をまとめた。 

 

   （肯定的な回答をしている生徒の割合） 

番号 質問 学校群Ⅰ 学校群Ⅱ 差 

Ⅱ(26) 「勉強は，自分のふだんの生活や社会生活の中で役立つと思います。」 83.1 82.7 0.4 

Ⅱ(27) 「これまで学習したことの中で，もっと学びたいことがあります。」 68.1 67.9 0.3 

Ⅱ(28) 「自分から進んで勉強します。」 48.3 46.5 1.7 

Ⅱ(41) 「物事を筋道立てて考えようとします。」 75.3 74.1 1.1 

Ⅱ(44) 「複数の情報から必要な情報を選んで使おうとします。」 87.6 86.3 1.3 

Ⅱ(46) 「社会や自然などの事象間の関係を考えようとしています。」 62.3 61.5 0.8 

Ⅱ(48) 「議論や証明の仕組みを考えて，その良し悪しを判断しようとします。」 58.2 57.0 1.2 

Ⅱ(53) 
「『総合的な探究の時間』では，自分で課題を立てて情報を集め，整理

して調べたことを発表するなどの学習活動に取り組んでいます。」 
80.2 78.6 1.6 

※網掛け部分は学校群Ⅰと学校群Ⅱの差が大きいもの上位３つを示している。 

※学校群ⅠⅡの割合の差を四捨五入している。 

 

  （読書活動の促進に関する取組と生徒の学習行動との関係について） 

学校群Ⅰは，「自分から進んで勉強します。」，「複数の情報から必要な情報を選んで使おうとし

ます。」，「『総合的な探究の時間』では，自分で課題を立てて情報を集め，整理して調べたことを

発表するなどの学習活動に取り組んでいます。」について，学校群Ⅱよりも肯定的な回答をして

いる生徒の割合の差が大きい。 
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（７）学校で育成を目指す資質・能力と学校の教育活動，生徒の生活行動，学習行動との関係について 

   生徒質問紙Ⅱ（64）「自分たちの学校がどんな資質・能力を生徒に育成しようとしているかを知って

います。」及び（65）「自分は学校が育成を目指す資質・能力を身に付けていると思います。」と学校

質問紙の「Ⅰ 教育活動全般に関する調査」の項目及び生徒質問紙におけるすべての項目との相関

を調べた。学校質問紙，生徒質問紙それぞれにおいて相関の高い上位５項目をまとめた。 

 

  順位 （64） （65） 

学
校
質
問
紙 

1 

Ⅰ（20） ＳＨＲ等を利用して「朝の読書」

を実施するなど，生徒の読書活動

を促進する取組を実施している。

（0.081） 

Ⅰ（20） ＳＨＲ等を利用して「朝の読書」

を実施するなど，生徒の読書活動

を促進する取組を実施している。 

（0.056） 

2 

Ⅰ（17） 「高校生のためのライフプラン

ニング教育プログラム」を活用し

ている。（0.069） 

Ⅰ（15） 地域等の外部の資源を含めて，

教育活動に必要な人的・物的資源

等を活用している。（0.038） 

3 

Ⅰ（15） 地域等の外部の資源を含めて，

教育活動に必要な人的・物的資源

等を活用している。（0.060） 

Ⅰ（21） 生徒の発達段階や実態に応じて，

本に親しませる取組を実施してい

る。（0.035） 

4 

Ⅰ（10） 学校の実態や課題に即して具体

化された学校教育目標を，生徒や

保護者と共有している。（0.050） 

Ⅰ（12） 重点目標（学校教育目標から定

められた単年度ごとに達成すべき

具体的目標）達成のための教育活

動の計画及び実施がされている。

（0.032） 

5 

Ⅰ（12） 重点目標（学校教育目標から定

められた単年度ごとに達成すべき

具体的目標）達成のための教育活

動の計画及び実施がされている。

（0.047） 

Ⅰ（11） 重点目標（学校教育目標から定

められた単年度ごとに達成すべき

具体的目標）を，全教職員が理解

している。（0.024） 

生
徒
質
問
紙 

1 

（65） 自分は学校が育成を目指す資質・

能力を身に付けていると思います。

（0.540） 

（64） 自分たちの学校がどんな資質・能

力を生徒に育成しようとしているか

を知っています。（0.540） 

2 
（52） 学んだことを日常生活にどう活用

できるかを考えます。（0.312） 

（52） 学んだことを日常生活にどう活用

できるかを考えます。（0.330） 

3 

（63） グループ学習などで，自分の意見

や考えを伝えやすくするために，コ

ンピュータなどのデジタル機器を活

用します。（0.296） 

（48） 議論や証明の仕組みを考えて，そ

の良し悪しを判断しようとします。

（0.298） 

4 

（48） 議論や証明の仕組みを考えて，そ

の良し悪しを判断しようとします。

（0.295） 

（29） ふだんから計画を立てて勉強に取

り組みます。（0.298） 

5 
（45） 文章などの趣旨や主張を理解して

評価（批評）しようとします。（0.291） 

（28） 自分から進んで勉強します。

（0.296） 

※ （ ）内は相関係数 
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   （学校で育成を目指す資質・能力と学校の教育活動，生徒の生活行動，学習行動との関係について） 

    学校質問紙との相関はほとんどない。 

    生徒質問紙においては，「（48）議論や証明の仕組みを考えて，その良し悪しを判断しようとしま

す。」，「（52）学んだことを日常生活にどう活用できるかを考えます。」の２つが，（64），（65）いず

れとも相関が高い。 


